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グローバルな時代に応える
国際人の育成を目指して

一国際教養大学学長予定者インタビューPart 1一

国 際 教 養 大 学 学長予定者 中 嶋 嶺 雄氏
（聞き手）秋田経済研究所 専務 理事 小 林 章

国際教養大学の創設までの経緯 で、 どういう学生が米てくれるのか、 ど

ういう学生を集めるべきか、 ｜随分し、ろい

ろ と考えてきているのですが、 ある極の

緊仮J必を持って、 これからいよいよ111$に

差しかかるという気持ちです。

小 林 中JW＇.｝先生には、 凶｜際教主大学

の4JJ IHJ学に11,1け、 ｛r;lもお忙しいlI I、 イ

ンタビューをお引き受けいただきまして、

まことにありがとうございます。 すでに

文部科学杓のお可も受けられて、 これか

ら学生の必集、 入学試験、 そしてIJH学へ

と進んでいかれる射在の心脱はいかがで

すか。

小 林 本大学は、 3月に開校したミ

ネソタ州立大学秋I Fl校の跡地を利川して

開学されますが、 創立までの経緯をお聞

かせくださし、

中 嶋 11 JJ 2 71::1に正式に投目認可 中 嶋 ご存知のように、 秋田以がIJil

を受けて、 一つの大きなJI院を越 えたとい 際系の大学を作るということを計耐され

う気分です。 ｜πl 時に、 これからすぐ入試 て、 知事は5年起しとおっしゃっている
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のですが、 私自身は3年以上かかわって

います。 私がまだ制服の学長で、 しかも

キ ャンパス移転をH 前にし た 1999"1三、

1J可ヶ原の11:1キャンパスにいるときに、 文

部千？の出身で勺11-f {1\lj知＊の板点久夫fさ

んが、 私は板点さんを存じ上げてはいた

のですけれども、 大学の事務局を迎して

私にア ポイントを求めていらして、 「実

は、 秋田県は今、 liil l際系の大学を作る計－

filljを持っており、 その山長を引き受けて

欲ししリということだったのです。

文部省出身のi'i\IJ矢II・Hの板東さんにそう

百－われると、 Ii<I 立大学の学長としての立

以もあり、 お引き受けしました。 そして、

2000年から.！.l述その桝氾！を練る＇＂＇＇際系

大学検討委只会を立ちJ－＿げましたが、 そ

れは、 制設準備委L1会に至る前の梢組委

Ll会で、 需識は＇＂＂＇＇探系の大学を作るべき

か作らざるべきかというと ころから始ま

りました。 明石wさん（JC国辿引務次長）

や野IR一夫先生 （）r:. ';; •；城大学長）とか、

そういう方に）JIIわっていただきまして、

作るならやっぱり巾科大学として新しい

ものを作るほうがいいという ことになり

ました。 それは既作の大学を変 えるとい

うことがし、かに雌しいか。 白紙のところ

に地似｜を揃くのならできるけれども、 既

にできたところ に別の大学を差し込むと

いうことはとても蛾しいのです。 l'j'l独の

｜弔｜｜際系の大学をとにかく作ろうというあii
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諭になりました。

そして、 カリキュラムの原案などを挺

示したりしたのですが、 秋田県議会によ

って大学説ii立案が否決されたのです。 で

すから、 これでもうこの訴は一応終わり

かなと！日っていたら、 その後に知事選が

あって、 l !'ill際系大学が選挙の大きな争点

になり、 ぞF凹知事が大学設置推進を掲げ

て圧倒的な支持を得て当選なさった。

そ こで、 2002年の1 ) J tti秋川県の方が

いらっしゃいまして、 またやることにな

ったので、 今！立は創設準備委日会を設目

したいという相談を受けました。 それで、

私の関係する信頼できる方、 大学行政に

お詳しい庁、 あるいは、 大学人だけで作

っても，むl味がないので企業の方とか、 い

ろ いろ な／jに集まっていただいて、 秋田

1� Ill身の方々とご一緒に創設準備委員会

を作ったわけです。

私仁｜身も1·111 立大学協会の刷会長もやっ

ていましたし、 大学行政にはかなり詳し

学長予定在 中 嶋 嶺 雄 氏
ご 経 歴

国際社会学苫。 1936年、 長野県松本市生まれ。
文学上（点京外国語大学（中国科）、 1960年）、

国際学修t ＜＊京大学、 1965年）、 社会学悼土
（東京大学、 1980年）。 1977年、 東京外国語大
学教授。 1995～200 1年、 東京外国語大学長。
1998年～200 1年、 国立大学協会副会長。 現在
はアジア太平洋大学交流機構（UlllAP）同際事
務総長、 文部科学省中央教育審議会委員（大学
院部会長）、 財団法人大学セミナー ・ ハウス理
事長などを�fti：払オーストラリア国立大学、 パ
リ政治学院、 カリフォルニア大学サンディエゴ
校大学院の客員教授を歴任。 著古は「現代中国
論J「中ソ対立と現代」「北京烈烈」（サントリ
ー学芸賞受賞）「国際関係論」「中同・台湾・香
港」など多数。 2003年度「正論大11J受’白。
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いつもりです。 それに、 今も中央教育干評

議会の委日であり、 大学院部会長もやっ

ているわけですから、 これから少子化が

進むのに大学を作るとは何事か、 むしろ

大学を淘汰されなければならない。 けれ

ども、 秋lllMはぜひ作りたいと言う。 本

当に II本が必民とする大学を作るのです

か、 そうであればお引き受けさせていた

だきますとお返’Hしました。 今までのU

本の大学では改•＇1＇•：がなかなかできないか

ら、 全くユニークな、 従来の大学と桜本

的に述う2 l世紀に本当に必要とする大

学を作るというなら、 お手伝いしましよ

うという ことになりました。

秋山には明石さんのような大変な1·1q際

人もいらっしゃいます。 しかし、 l円イiさ

んはI til I人j外での'.}21臓が多く、 また、 大学

行政ということになりますと、 結局私が

お引き受けせざるを えない。 私 自身いろ

いろ 遼巡もありまして、 去年の夏ミネソ

タに行きミネソタ州立大学機構のいろ い

ろ な大学も見学したのですが、 そのとき

はむしろ 私もかなり迷いました。 少しピ

ッチがいすぎるのではないかと。 普通、

大学を作るには3 ～4年かかるものなの

です。 けれども、 県としてはぜひ2004

年度（平成16年度） から始めたいという

事でした。 2004年度は国立大学が独立行

政法人化しますし、 そういう意味では、

新しいスター卜にふさわしいのですが、

点以都立大学をはじめ、 主要な公立大学

はJ 7{1三から法人化するのです。 こちらは

新設だから、 作るのなら初めから独立行

政法人でいこうではないか、 と。 そうで

ないと、 思い切ったデザインが抑iけない

のです。

というのは、 従来の凶公立大学は教育

公務Ll特例法という、 ｜｜本にしかない、

教口だけを過保設．にするような法律があ

って、 学長には権限がなく、 教J受会がす

べて権限を持つようになっていますから、

これだとどうやっても無理なのです。 で

すから、 初めから法人化して、 J�lい切っ

たデザインが附けるようにすべきではな

し、かということで、 発足しました。

「国際教養大学」の名称の由来

小 林 「国｜際教詑大学」 という名祢

を つ け ら れ た由来 と 、 “ A kit a 

International University，， とし、うit<ll際的

な名称の理111をお話ください。

中 嶋 これもさんざん迷いましたし、

秋11IY,!V己のな向も聞きました。 当初は 「点

アジア大学Jや「グローパル ・ ユニパー

シティ J などという案もありました。 い

ろ いろ な考 え万があったのですけれども、

なかなか名称が．．．本当に苦慮しました。

私も旬l悦夜遅くまで起きて、 干！？し、て司f［べ

たり、 il1iしたりいろいろ して遼巡してい

たのですが、 去年の夏にはほぼ「点アジ
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ア大学」でいいではないかと与－ えました。

ところがその頃オーストラリ アで、 私が

国際引務総長を務めているUMAP （アジ

ア太平洋大学交流機梢） の大会があった

ときに、 こういう大学が秋聞にできるの

だと言ったら、 「点アジア大学J という

のは全然イメージが湧かないとコ－うので

す。 大体 “East Asia，， というとlj I凶を迎

惣すると。 円本から見ると東アジアでも、

欧米世界やオーストラリア、 アジア太平

洋からすると、 中国の大学で、はないかと。

その怠見は、 「東アジア大学」という名

前に消械的になる大きな埋白になりまし

た。

それからもう一つ、 確かに今、 ＊アジ

アは注｜二｜されていますが、 ＊たして胤ア

ジアが今後もずっと注円されるかどうか

は大問題です。 そう思っていたら北朝鮮

問題もII＼てきて危なくなってきました。

束アジアというとどうしても北側鮮も含

む東アジアですし、 ，，，，巨｜も今は淵fがい

いけれども、 果たしてこのままうまく、い

くだろうかという問題があり、 やはり地

域にこだわるのはやめよう。 そうなりま

すと、 「凶際秋田大学J とか「秋川凶｜燥

大学jということも考 えられるのですが、

「国際J と名のつく大’下は日本，，，にいっ

ぱいあるのです。 作�I�ごとにあって、 東

京の近くにもいっぱい00同｜路大乍があ

りますが、 どこもうまくいっているとは
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い えません。 非常に去っぽい。 だから、

「秋 H:I国際大学jというのはやめようと

いうことになり、 いろいろ ，々 えていると

きに、 「｜玉｜際教占J という新しい概念が、

私の友人などとの議論の，，，で出てきまし

た。 そして｜川つぐらいの大学名を最後に

践し、 県民にも怠向をll�Jきました。

そんなとき、 たまたま去年の秋にドイ

ツで、 私が常務理事を務めているスズ

キ ・ メソードのJ能教内．研究会のr r-ど

もと音楽jという国際シン ポジウムがあ

り、 H本からバイオリンやチェロなどの

とても上手なf供たちが行って大変感銘

をう えたのですが、 そのH寺のお11さん／；

にこの内つの名前をI I＼して、 「情さん、

このljlでどれがいいと思いますか。 自分

のf供さんを将来どの大学だったら行か

せたいと思いますかJ とllHし、たら、 全il

「liil際教長大学J た、ったのです。 私も「1111

際教占Jにl11ilまっていたときでしたから、

知l’Hにもご相談して、 県としてもそれで

いこうということになりました。

、＇＇1初はかなり抵抗もありました。 けれ

ども、 だんだんやっていくうちに、 なる

ほど、 これからは「国際教徒」 だと。 「｜五｜

｜県教主主jというのは、 まずI市学ができな

ければいけない。 外l·Ei訴の能力を徹底的

に身に付けなければL、けない。 ただけ先

だけでペラペラできるのではなく、 本当

の教長人でなければいけない。 そういう
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ことから決まったのです。

結民的にその名前になったのですが、

そうしたら、 たまたま早稲田大学が同じ

名称の国際教護学部を作るのです。 それ

から、 高山国際大学という大学も「IJilI探

教低学部J を来年の4) jから作ります。

ですから、 一挙に｜ ｜本には国際教主学部

が三つスタートすることになります。

そこで、 この！日！？江l，，で、 私と日山大学

の先生と早稲田大学の国際教養学部長に

なる先生と3人がパネラーになってシン

ポジワムをやって米ました。 「匝II探教占J

というのはこれからの｜｜本の大学の一つ

のいき方になると思います。

従来の日本の大学との相違点

小 林 従来の1 1本の大学との述いを

先ほども強調さオ1ていらっしゃいました

が、 その追いはどういうJ.'Y.にあるのです

か。

中 嶋 まず一部の特徴は、 古うまで

もなく、 全部英詩nで教育することです。

以近i l本でも英請で綬業をする科！｜を削

やさなければいけないと私も強く言って

いますし、 留学生のためにも、 徐々に附

えつつあるのですが、 例外なくすべて兆

三百でJ受業をする大学は｜ ｜本にはまだあり

ません。

そして、 留学を義務づける。 これも他

にはないですね。 それから、 先生だけで

はなく、 職L1がやはり全日 IS英首Ifができる。

大学のキャンパスに入るともうそこは説

文化空rLllです。

小 林 職L1の方も英語が条件ですか。

中 嶋 そうです。 この！日lも峨貝を募

集したら、 なんと95併で大災なrm.{f＇・半で、

すが、 臓L1もみんな英検1級ぐらいの人

たちがずらっと咋びました。 それはある

意味では｜｜本社会の今Hの反映で、 それ

ほどの語学ブJを持つ人が活躍したくても、

本当に災前を使う喝がない。 新しいコン

セプトの大学をぜひやってみたいという

人たちが集まりました。

また、 教職Llは全部任期制です。 それ

も3年11\ J という非常に厳しい任WI制で、

俸給もす｜斗111iによって決まる年作HiiJにしま

した。 これも他にはないと思います。

それから何よりも、 人」H権を大学経営

会議が持つことです。 教僚会のな向は尊

Eするけれども、 教授会ではなく応終的

には大学椛常会議と学長が人）J �権を持つ。

これは企業であれば当然ですが、 今まで

みんな教授・会ですから、 「l分たちの仲間

を明ゃそうとか、 勢力争し、があったり、

政治的な党派が入ってきたり、 本当に国

立大学の以合はひどいのです。 公立もそ

れに近� \ 0 先ほどの教特法がありますか

ら。 そういうことはやめて、 今｜司教官の

採用は徹底的に透明性を持たせてやりま

した。 守ってみれば一流のオーケストラ

JO あきた経済2004. I 
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にJ;l�� 叫Eの向こうで演奏させて、 こちら

で採点して5人で合議する、 それと！日lじ

ようなやり方をしました。 私の教えfで

も、 残念ながら英語力が足りないと言わ

れて部ちた人ちいますし。 今のままでは

日本の大学というのは本当にjg！際競争力

が持てないですね。 そういう人事の在り

方も今までにない ことだと思います。

i服11が教Llと、lfzんで大学を支えてし、く。

これもないことです。 今までは教只が上

で職nが下、 この構造ー｜’l体が誤っている

のです。

教育の理念と目標

小 林 今のお話のlj IにもUIてきてい

ますが、 教行の耳目念、 II様、 そしてどう

いう大学をII指すか、 お，liJiください。

中 嶋 先ほどのことに少し付け加え

ますと、 �訴名は “Alくita International 

University，， です。 秋川県の以民の税金

を使うわけですから、 やはりどこかに「秋

H: I  J と い う 言葉を 入 れ た い 。 し か も

“Akita” というのは英説的に聞きますと

すごく縛きが良いのです。 外同人はみん

なそう言います。 そういう怠l味で秋川に

口l献するという ことが入っています。

大学のJ!lI念は需－うまでもなく、 国際人

を養成することです。 この！日lも私はJO

Ji、 1 1月、 シンガポーjレ、 オーストラリ

ア、 それから州ってきて筑波と、 留学生

新春インタビュー

｜見！辿のl-'il際会議に11 l J.'i•：しました。 特に

ASEMといってアジア欧州会談、 これは

小以背中｜｜も関係していますが、 u米｜共l係

はu本にとって非常に重要だが、 ヨーロ

ツパとのi刻係も大事というので、 ASEM

という大きな組織ができました。 と ころ

が、 日本は拠出金がー岳多いのに、 存在

感は部いのです。

それは、 国際会議に行っても日本人は

ほとんど発言しないからです。 いつも黙

っている。 今度のシンガ ポールの会議も、

私は報告をしに行ったから当然発言する

のですが、 日本の政府や大学関係者が来

ているけれども、 ほとんど発需しないで

黙っている。 これはなぜかと考えると、

それだけではないと足川、ますが、 やはり

英，i(f力の11\J題なのです。 東南アジアの人

などは、 下手な英語でも何でも、 どんど

ん発言します。 l1..1図だって税同だって台

湾だって、 シンガポーノレなどもそうです。

あきた経済2004.I 1J 
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もう批りのある英語でどんどん発言する

のです。 日 本はお金を出しているのに、

発言権や存在感が部し、というのは、 やは

りコミュニケーション能力の問題です。

そういうことを考 えてみると、 日本の

大学というのは非常に安易で、 約 10年間

みんな英語を学んでくるわけですが、 英

語でイ士ヰ1：がで、きる人というのは0.2 5%に

過ぎません。 これは最近私が調査したの

ですが、 tJf1cjC:4Q万人以上卒業生があるの

に、 卒業したときに英語の仕事ができる

という人は全国で1,000人ぐらいしかい

ない。 こんなことで日本は大学卒の免状

を与 えているわけですから、 H 本は落ち

込んでしまいます。 ちゃんと教育して、

立派な付加価値をつけて、 国際社会で、活

路！できるリーダーになるような人たちを

設成します。 定良100名ですから、 まさ

に “現代の松下村型” を作ろうというこ

とで、 そちらの方向に大きく流れつつあ

るような気がします。

秋田の印象について

小 林 先生は長野県松本市のご出身

で、 しかも東京でお仕事をなさって、 秋

同は初めてという ことになると思うので

すが、 今まで秋田に来られて、 どのよう

な印象をお持ちですか。

中 嶋 秋田に来た ことは何度もあり

ますし、 東京外語大のロッジが田沢湖l高

間にあったり、 院l係はまったくないわけ

ではないんですが、 こういう形でコミ ッ

トするのは初めてです。 長野県は、 ダ ム

を造るか造らないかで田中知事が、 彼は

私の後輩になるのですが、 いろ いろ 話題

を提供したけれども、 信州は昔から教育

県と言われている。 と ころ がその教育県

がほとんど高等教育について議論しなく

なったのです。 ｜到｜際系の大学を作るか作

らないかであれだけ探めていたのは、 全

国で秋田だけです。 それはある意味で秋

田の知的レベjレが大変高いという ことで

もあるし、 秋田に非常に期待しています。

そういう緊張感の上でやりますが、 そう

思って考 えてみると、 例 えば京都大学を

作った狩野享吉や、 アジア学の大先述の

内藤湖南は秋田出身ですね。

そう考えると、 秋田はまさに これから

アジアに向けて聞かオ1るし、 アメリ カと

もミネソタを中心に｜刻係が聞かれてきた

というのは大変結構な ことです。 秋l卦は

今まで匡｜際化が進んでいなかった。 例 え

ばパス ポートを取る人口が一番少ないそ

うですが、 それだけに思い切った国際化

ができるのではないでしょうか。

小 林 大学の立地、 関tJ2については

L、かがですか。

中 嶋 非常に良いですね。 空港周辺

はずっと森に組われていますし、 キャン

パスの中に主港があると言ってもいいわ

12 あきた経済2004. l 



けですし、 それからスポー ツ施設やリ，L立

公困、 あの白然；広，UJlはJI：·，：；：；に却し、で‘すね。

アメリ カから米る外同人などは、 あの広1

tt:i:を凡て「ニューハンプシャーのようだj

と百‘うのです。 みんな気に入ってくれて

いるので、 ここにユニパーシティ ・ タウ

ンができないかと。 II本にはそういう文

化がないのです。 アメリ カなどは、 例 え

ばコーネjレや、 私の行っていた カリ フォ

lレニア大学のサンデイエゴなどはそれに

泣い。 lllfからはずれた所にポンと大学が

あって、 そこが知的な拠点になっている

のです。 ｜ ｜本にはそういう大学文化がな

いのです。 そういうものができればいい

と思っています。

教職員の募集 ・選抜と採用された教職員

の陣容

小 林 既にお話がII＼ていますが、 教

只、 職L1の募集と選抜は、 他にはないや

り方でなさっていますが。

中 嶋 まず匂任教日は約4 0 名の定11

がありましたが、 その下分は公募です。

公必の方法をいろいろ考 えたのですが、

“The Chronicle of Higher Education" 

という、 英語の，·，·�等教行関係の教只募集を

する、 アメリ カを，，，心として刀3 J111/J：＼てい

る新聞がありまして、 これが一帯効果あり

ました。 あとはインターネット。 それから、

｜｜本国内では11終とジャパンタイムズ。 で

新春インタビュー

すから、 全世舛から応必がありました。

2 0人のポストなのですが、 －mめ正式に公

持したのは 15人で‘した。 15人のところへ

571名も集まったのです。 その11�類を、 去

年のちょうど今ぐらいから新作にかけて、

私は全部凡ました。 千！？？訴を整 えて応募して

くるのですから、 見ないで返すというのは

大変失礼です。 全部見ました。

まず私が良いと思った人に丸をつけま

す。 次に、 それぞれの－�＇／PIJがありますので、

その専門の人にまた見てもらって、 良いと

出った人に丸をつけて、 2人が丸をつけた

ものは残したのです。 そして、 もう 1 人第

三行に全体的にバランスを見てもらって1 ＇� 

知得脊．をしました。 少なくとも3人以tの

チームで'T'H説得査をし、 結）.，） l作業�i若手汽で

60数 名残ったでしょうか。 その人たちに、

｜｜本に米るかと訊し、たら、 ほぽ全員が米る

と古うのです。 米て面接ーを受けると。 在、�＇（

でですよ、 全部。

それで、 遠くは中近点やイギリ ス、 も

ちろんアメリ カ、 アジアから米まして、 l師

岐をしました。I町接もはじめから英語でや

るのですが、 期合によっては税擬授業のよ

うな こともしてもらいました。 そういう｝跨

で「i分の教育理念や教授法などを説明して

もらって、 最終的には15名ではもったい

なさすぎたので、 20ヂ；を保川しました。

絞りの20名については、 専門性もありま

すから、 設立準備委員の方に、 I ) J ,.j�を締

あきた経済2004. I 13 



新春インタビュー

め切りとして推薦してもらいました。 その

推薦された人についても全部また面接をし

ました。 残りの20名近くはそういう形で、

良い人がし、れば推薦してもらって、 要は良

し、教官を採ることですから、 それではぼ全

員が決まりました。

同時に特任教員という制度を作りまし

た。 例えば、 ホテルマンで、 コーネル大学で

MB A （経営学修士）を取っている私学の

教授で、年齢はもう70前後ですが、 仁川三でも

ホテノレを立ち上げている、 非常にベテラン

の人が教えたいというので、 特任教J受とし

て採用しました。 そういう人たちがし、ます。

小 林 特任教授というのは．．。

中 嶋 特任教授というのは、 セレク

ト ・ プロフェッサーで、 普通の教只とは

迷うけれども、 単なる非常勤や客員ではな

く、 かなりの給与もあげるのです。

例えば音楽。 英語ばカ当りやっていると、

ノイローゼになってしまうと困りますの

で、 世界的なバイオリニストの渡辺玲子さ

んといって、 このfillもサンクト ・ ペテルブ

jレグP交響楽団をパックにチャイコアスキー

や ショスタコピッチのコンチェlレトをやっ

て大変人気の方です。 彼女はジュリアード

の卒業生、 アメリ カの一番良い音楽学校の、

修士まで取っています。 ですから演奏家と

しても素附らしいし、 上手な英語を使いま

す。 彼女に来ていただいて、 模擬授業のと

きにパガニーニを3憎し、てもらいました。 ピ

パルディ の「凹季jなどもいろいろ解説が

必要なのですが、 自分で弾きながらちゃん

と解説してもらって、 これは生徒にとって

も非常に良いのではないでしょうか。 第一

級の人ですから。 そういう人に来ていたた、

き、 彼女はまだ若いですから特任助教授で

来ていただきます。

それから、 日本にはサイマノレ ・ インタ

ーナ ショナルといって同時通訳の大きな会

社があって、 村松明美さんという、 たたき

上げた同H寺通訳の大ベテランがし、ます。 こ

の方の場合は客員教授ですが、 「私と英語

人生」というような陵業をしてもらいます。

そのような人たちに特任教授や客員教授を

お願L、しました。 ですから、 教員 ・ スタッ

フも第一級だと言っていいのではないでし

ょうか。

小 林 先ほどもお話が山ましたが、

i隙員には英語が堪能な人ということです

が、 それ以外にどのような選抜方法をと

られたのですか。

中 嶋 もちろん小論文をTbH 、てもら

い ま した。 それから英語力。 これも9 5

倍だったのですから、 みんな優秀な人が

米ました。 職員の採用にも私自身が面接

に加わりました。 (2月号につづく）

台 育 会 官 官 合 1守 合

このインタビューは半成1 5年12月10

日東京都内で収録されたものです。

（文責：財団法人秋田経済研究所）
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砂あけましておめでとうござし、ます。

昨年は弊誌をご愛読い ただきまこ とにありがとうござい
ました。 本年もどうぞよろしくお願いいたします。

（『あきた経済』編集スタッフ一同）

砂世紀を跨ぎ、 21世紀も早いもので4年目に入りました。 県内は、 依然と

して厳しい経済環境のもとでの年明けとなりましたが、 今年こそは地域全体
が一丸となって、 地域経済再生の年となるように願わずにはし、られません。

惨さて、 2 1世紀を担う真の国際人を養成するために、 新たな大学の理念や

運営はどうあるべきか。 恒例の新春インタビューでは、 今春、 本県4番目の

四年制大学として開学する国際教誌大学の学長予定者の中｜嶋出雄氏にお話
をうかがいました。 ｜卦際教養大学は、 従来の国立大学や公立大学とはその大

学運営から入試選抜方法、 カリキュラムに至るまで根本的に異なり、 極めて

ユニークな大学となるようです。 次号2月号と2回に分けてお届けします。

砂「経済の動きJ欄では前サに続き、 「秋田の元気は港からJと題した「秋削

港レポートJ の第二弾として、 秋田港外貨コンテナ の輸出入動向を探ります。

砂何はともあれ、 新年の始まり、 スタートです。 この1 年が皆さまにとって

また、 貴利：にとって良い年となりますよう祈念いたします。 （加賀谷 信也）

カー ドのお申し込みは、
秋田銀行本支店または当社まで

株式会社秋田国際カード
秋田市大町一丁目3・8 TEL.018・824-7131
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I 
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